
審査基準表
別紙

審　査　基　準
合計
配点

1 全体的事項

ＩＣＴツールを活用して「働き方改革推進」を加速するための提言
これまでの業務実績に基づいた有効な提言であるか
（業務実績については、業務概要及び業務遂行時に得られた知
見、課題等を簡潔に整理）

20

2 委託業務内容

研修のプログラムを作成するためのノウハウを有しているか

研修の目的に合致した効果的な研修を実施することができるか

職員等の理解を深める工夫がされており、人材育成に有効な内
容となっているか

導入業務の選定支援
・具体的かつ理論的な選定基準であるか
・ツール導入のみを目的化しない提案となっているか
・多くの業務を検討するための工夫があるか

対象業務の分析支援

・ICTツール導入に関する豊富な経験を有しているか
・職員の負担を軽減する工夫があるか
・円滑な導入を支援する工夫があるか
・本県との役割分担が明確に示されており、妥当なものである
か

相談支援・問合せ対応

・県の職員自ら行うICTツールの活用に対して積極的な支援を実
現するための具体的な提案がされているか
・職員が相談しやすい体制や仕組みが考慮されているか
・速やかに問合せを受け付け、技術的支援、アドバイスに対応
体制を取ることができるか

現状把握・要件定義

・ノーコードツールの現在の利用状況を把握するための具体的
な手法が示されているか。
・潜在的な課題（野良アプリ、データ重複、アクセス権限の曖
昧さなど）の洗い出しについて具体的なアプローチが提案され
ているか。

運用設計

・ガイドラインに含まれるべき具体的な内容項目が提案されて
いるか
・県職員にとって理解しやすく、実運用に落とし込みやすいガ
イドラインを作成するための工夫があるか
・次年度以降のシステム化を円滑かつ効率的に進める工夫があ
るか

3 体制、その他事項

業務の実施体制等について
・委託業務を遂行するための体制、知識と経験を持ったスタッフは配
置されているか
・求めている成果を実現するためのスケジュールが示されているか。

セキュリティ対策等
・情報セキュリティ対策は十分か
・情報管理が徹底されているか
・インジデント発生時の対応や考え方が妥当であるか

今回の委託業務について特にアピールしたいことについて ・業務遂行等に関する提案企業の強み等

225

見積金額による加算点

審　査　基　準 配点

本業務にかかる見積金額について
加算点＝ ( 1 - 見積金額 / 上限金額) × 60
　　　　　　　　　　　※小数点第3位以下切り捨て

60

55

１から３の合計

審　査　項　目

審　査　項　目

（１）ICTツール活用支援研修

150

職員研修

（２）ICTツール活用支援

（３）ノーコードツール運用統制ルールの策定


